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「カスタムビュッフェ」を提案

ダイドードリンコ

瀬社長

髙瀬物産

（第３種郵便物認可）

23.6.19　食品新聞

23.6.14　日刊食品通信 23.6.15　日刊食品通信

高瀬物産業務用提案会に3,000名来場
　高瀬物産業務用食品・酒類総合提案会（首都圏）
が 13 日、東京ドームシティ・プリズムホールで
開かれ、事前登録した料飲店・外食産業関係者ら
3,000 名が来場し、にぎわった。
　テーマは「～新・真・進　シン！外食～」。新
＝今の外食に必要な提案。人手不足（手間が省け
る外食クオリティーメニュー）、プラントベース
などの新しい食材、真＝これぞ外食。おすすめメ
ニュー提案。高級感が出せるメニュー、こだわり
ストーリー商品、売れ筋商品。進＝これからの外
食に必要な提案、メニュー単価をアップできる空
か価値提案―などを行った。メーカー出展は自社
含み 120 社、出展小間数自社含み 150。

　高瀬知康社長は、「提案会は感覚的には久しぶ
りの開催のように感じられる。これはコロナ禍前
以来という意味合いだ。商品をわかりやすく近く
で見てもらい、試食・試飲も通常スタイルで開催。
同様の提案会を年内 80 ヵ所で行っていきたい。
ワイン単独の会なども企画している」などとコメ
ント。

高瀬物産、酒類は直近連続で140%超
　高瀬物産は 13 日、都内で「業務用食品・酒類
総合提案会（首都圏）」を開催（昨報）、会見で高
瀬知康社長は酒類の近況について、「前期も売上
高 120% 台後半と回復してきている。直近は毎
月140%台で推移と好調だ。外食ユーザーにも『酒
類が出る提案』を強化、注力してきたワインでは
提案会を積極的に行っている。また提案会では日
本酒や焼酎のブースも設けた。店で酒類が出るこ
とで利益が上がるし、直結する。酒類トータルで
の提案もさらに強化していく」などと語った。

　提案会の「ワイン &リカー」コーナー（写真）
では、自社直輸入の新商品「プロセッコ　ティエ
モ」（伊・アストリア社、格付DOCトレヴィーゾ。
７月日本初上陸）や、昨年発売開始し、累計販売
本数３万本超のスペイン「アルシナック　カヴァ
　ブリュット」などが関心を集めていた。
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 髙瀬物産、総合提案会に3000名来場 

 
髙瀬物産は業務用食品・酒類総合提案会

（首都圏）「～新・真・進 シン！外食～」を

13日、東京都文京区の東京ドームシティ（プ

リズムホール）で開催した。自社ブースを含

めて120社・150小間が出展。事前登録した外

食関係者ら約3000名が来場した。 

 

提案会のタイトルに掲げた「新」は今外食

に必要な新しい提案（手間が省ける外食クオ

リティメニュー）、「真」はこれぞ外食と言え

 
大勢の来場者で賑わった総合提案会 

るおすすめメニューの提案（高級感やこだわ

り）、「進」はこれからの外食提案（メニュー

単価アップ）、などを意味する。 

 自社ブースの「農産」コーナーでは、「新」

を意識したカット野菜、「進」をテーマとし

たオーガニック・カット野菜、「真」を訴え

る産直野菜などを来場者に提案した。「オリ

ジナル」コーナーではロスを削減し、安定し

た品質と価格の冷凍フルーツの他、ステーキ

ソース、オリーブオイル、チーズの活用を提

案した。 

 総合提案会は東京の他、札幌、大阪でも開

催する。他に、業態向けメニュー提案に特化

した「ワンデープレゼンテーション」、「ワイ

ン試飲提案会」などを全国約80カ所で開催す

る予定。 

 


